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ユネスコ憲章前文 

 

この憲章の当事国政府は、その国民に代って次のとおり宣言する。 

戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かな

ければならない。 

相互の風習と生活を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の間に疑惑

と不信をおこした共通の原因であり、この疑惑と不信のために、諸人民の不一致があま

りにもしばしば戦争となった。 

ここに終わりを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳、平等、相互の尊重という民

主主義の原理を否認し、これらの原理の代りに、無知と偏見を通じて人間と人類の不平

等という教義をひろめることによって可能とされた戦争であった。 

文化の広い普及と正義・自由・平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠くこ

とのできないものであり、かつ、すべての国民が相互の援助及び相互の関心の精神をも

って果たさなければならない神聖な義務である。 

政府の政治的及び経済的取極のみに基く平和は、世界の諸人民の一致した、しかも

永続する誠実な支持を確保できる平和ではない。よって、平和は、それが失われないた

めには、人類の知的及び精神的連帯の上に築かなければならない。 

これらの理由によって、この憲章の当事国は、すべての人に教育の充分で平等な機

会が与えられ、客観的真理が拘束を受けずに探究され、かつ、思想と知識が自由に交換

されるべきことを信じて、その国民の間における伝達の方法を発展させ及び増加させる

こと並びに相互に理解し及び相互の生活を一層真実に一層完全に知るために、この伝達

の方法を用いることに一致し及び決意している。 

その結果、当事国は、世界の諸人民の教育、科学及び文化上の関係を通じて、国際

連合の設立の目的であり、かつ、その憲章が宣言している国際平和と人類の共通の福祉

という目的を促進するために、ここに国際連合教育科学文化機関を創設する。 
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１．福岡ユネスコ文化講演会 

(１)テーマ：「日本人の堕落時代 夢野久作」 

講 師：四方田犬彦氏(よもた・いぬひこ、映画史家) 

日 時：２０１４年５月１７日（土） １４：００～１６：００  

 会 場：電気ビル共創館 3 階 カンファレンス大会議室（福岡市中央区渡辺通） 

参加者：６３人 

【企画意図】： 2014 年は明治 22 年（1889 年）に福岡市で生まれた作家、夢野久作の生

誕１２５周年にあたる。映画化された奇書『ドグラ・マグラ』をはじめとす

る怪奇的、ＳＦ的な作品の他に、関東大震災後の東京のルポルタージュ『東

京人の堕落時代』などジャーナリストとして書いた作品もいくつかある、作

家夢野久作の人間像、世界観、福岡との関係などを探るとともに、３．１１

以後の現代の日本の状況と比較しながら、夢野久作の可能性について語って

もらうもの。 

講師略歴：１９５３年大阪府生まれ。専門は比較文化、映像学。 

明治学院大学教授として長く映画史を講じ、アジア映画を中心とした映画

論、映画作家論など映画に関する著書多数。また、中上健次に関する作家

論や外国文学の翻訳など文学に関しても旺盛な活動を行ってきた。韓国・

建国大学やイスラエルのテルアヴィヴ大学等で客員教授を務めるなど外

国における教員経験も豊かである。 

主な著書・編著書：『貴種と転生－中上健次』『電影風雲』『李香蘭と原節子』『モロ

ッコ流謫』（伊藤整文学賞）『ソウルの風景――記憶と変貌』（日本エッセ

イストクラブ賞）『先生とわたし』『日本映画は生きている 全 8 巻』（共

編）『日本のマラーノ文学』（桑原武夫学芸賞）『アジアの文化は越境する』

（2010 年当協会でのセミナー）『大島渚と日本』『ルイス・ブニュエル』

（芸術選奨文部科学大臣賞受賞）他多数 

主な訳書：ポール・ボウルズ著『優雅な獲物』、エドワード・サイード著『パレスチ

ナへ帰る』、ピエル・パゾリーニ著『パゾリーニ詩集』他 

 

 

   

（講演）四方田犬彦氏 
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（２）テーマ：「葉室麟の世界にふれる」 

  講 師：葉室 麟氏（はむろ・りん、作家） 

トークショー聞き手：和泉僚子（いずみ・りょうこ、文学研究家） 

日 時：２０１５年３月４日（水） １４：００～１６：００ 

会 場：ウェルとばた・戸畑市民会館中ホール（北九州市戸畑区汐井町） 

共 催：北九州市 

参加者：２５７人 

 【企画意図】：小倉生まれの直木賞作家葉室麟さんは、直木賞受賞作の『蜩ノ記』が映画

化されるとともに、松本清張賞受賞作の『銀漢の賦』が「風の峠」としてテ

レビドラマ化されるなど注目を集めている。 

出身地の北九州市で講演とトークショーにより、作家になろうとした経

緯や作品の背景を語ってもらうことにより、聴衆に葉室麟の世界にふれて

もらうもの。 

        講師略歴：１９５１年北九州市小倉生まれ。 

             西南学院大学卒業後、地方紙記者、ラジオニュースデスク等などを

経て、2005 年に『乾山晩秋』で歴史文学賞を受賞し、作家デビュー。

『銀漢の賦』で松本清張賞受賞、2012 年に『蜩ノ記』により第 146

回直木賞受賞。 

       主な著書：『秋月記』『春風伝』『いのちなりけり』『秋月記』『刀伊入冠 藤原隆家の

闘い』『螢草』『春風伝』『天の光』『随筆集 柚子は九年で』等 

聞き手の略歴：福岡市総合図書館に地元の近代文学資料を扱うために設置された「福

岡文学資料室」の専門員を務めた後、「福岡市文学館」の学芸担当として明

治期から現代までの福岡の近代文学の資料収集、研究を行う。2009 年より

西日本新聞日曜版の書評を担当 

 

 

  
（講演）葉室 麟氏                          和泉僚子氏との対談  
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２．福岡ユネスコ・アジア文化講演会 

目 的：福岡市が他都市に先駆けて長年取り組んできている、福岡市のアジア施策の柱の

一つである「福岡アジア文化賞」の過去の受賞者を招聘して、その人の最新の研究

成果や現代の日本人が課題として共有できるようなテーマでご講演いただき、質の

高い文化情報を福岡から発信するもの。福岡市教育委員会、映像ホール・シネラ実

行委員会との共催事業 

日 時：２０１４年１１月２４日（月・振替休日）13：30～17：20 

会 場：福岡市総合図書館映像ホール・シネラ（早良区百道浜） 

参加者：１４０人 

内 容： 

  （１）イム・グォンテク（林権澤）監督による講演 （13：30～14：15、４５分間、 

同時通訳） 

テーマ：「次代の映画作家に伝えたいこと」 

     

  （２）トークショー（14：20～15：10、５０分間、同時通訳） 

    講演後に、イム・グォンテク（林権澤）監督と日本映画大学教授石坂健治氏のトー

クショーを行い、韓国と日本の映画教育、アジア映画等について話を深めた。 

 

（３）イム・グォンテク監督作品の上映（15：20～） 

    『春香伝』（2000 年、カラー、35mm、121 分、出演：チョ・スンウ、イ・ヒョジ

ョン、イ・ジョンホン他） 

（４）講 師：イム・グォンテク（林権澤）氏（映画監督、韓国） 

     対談相手：石坂健治氏（いしざか・けんじ、日本映画大学教授、東京国際映画祭

アジア映画部門プログラミング・ディレクター） 

   ・イム・グォンテク氏略歴：１９３６年韓国全羅南道長城生まれ。映画監督 

朝鮮戦争後に釜山に移り、その後 1956 年にソウルに移る。映画製

作アシスタントとして働くようになり、62 年に映画監督としてデビ

ューした。2002 年に「酔画仙」により、韓国映画として初めてカン

ヌ国際映画祭で監督賞を受賞した。 

・主 な 作 品：「キルソドム」「将軍の息子」「風の丘を越えて／西便制」「太白山脈」

「祝祭」「春香伝」「酔画仙」「下流人生」他多数。 

   ・石坂健治氏略歴：１９６０年東京都生まれ。日本映画大学教授 

早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了（専攻は映画学）。国際交

流基金アジアセンターを経て、現在東京国際映画祭アジア映画部門

のプログラミング・ディレクターを務めている。 

   ・主 な 著 書：『ドキュメンタリーの海へ―記録映画作家土本典昭との対話』『アジア

映画の森―新世紀の映画地図』『アジア映画で＜世界＞を見る―越境

する映画、グローバルな文化』等 
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（講演）イム・グォンテク（林権澤）監督 

       

              石坂健治氏と対談 

      

          「朝日新聞」2015 年 1 月 27 日（朝刊）  
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           「西日本新聞」2015 年 1 月 15 日（朝刊） 
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３. 福岡ユネスコ文化セミナー2014 

テーマ：「アジア主義―その先の近代へ」 

日 時：２０１５年１月２４日（土）１０：３０～１６：００ 

 会 場：電気ビル共創館 3 階 カンファレンス大会議室 

（福岡市中央区渡辺通） 

参加者：１１０人 

【企画意図】：西洋の近代化と違った形での近代化を目指した日本のアジア主義は、第

２次世界大戦後はその否定的側面が強調されてきて、あまり再検討されてこな

かった。しかし、近代化の先が見えにくい現代において、近年アジア主義を全

体的に検討して、再評価する動きが出てきている。戦前にアジアとの接点とし

て大きな働きをしていた福岡において、アジア主義、アジア思想の可能性につ

いて討議するもの。 

内 容： 

（１）基調講演 

中島岳志氏（北海道大学大学院法学研究科准教授）・・  10：40～11：50 

テーマ：「アジア主義―その先の近代へ」 

（２）パネルディスカッション・・・・・・・・・・・・・ 13：00～ 

発表（各人 50 分） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 13：00～14：40 

・若松英輔氏（批評家）…「東洋はどこにあるのか」 

・安藤礼二氏（文芸評論家）…「夢野久作のアジア」 

討議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14：50～16：20 

コーディネーター： 中島岳志氏 

 

  講師略歴 

    ・中島岳志氏（なかじま・たけし） 

１９７５年大阪府生まれ。 

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究科博士課程修了 

現在北海道大学大学院法学研究科・公共政策大学院准教授 

専門は南アジア地域研究、近代思想史 

主な著書：『中村屋のボース』（大佛次郎論壇賞、アジア・太平洋賞大賞）『ナ

ショナリズムと宗教』（第一回日本南アジア学会賞受賞）『中島岳志

的アジア対談』『秋葉原事件』『血盟団事件』『岩波茂雄 リベラル・

ナショナリストの肖像』他 

    ・安藤礼二氏（あんどう・れいじ） 

１９６７年東京都生まれ。 

早稲田大学第一文学部卒業。文芸評論家。 

主な著書：『祝祭の書物』『たそがれの国』『光の曼陀羅』『神々の闘争』他。 

    ・若松英輔氏（わかまつ・えいすけ） 

１９６８年新潟県生まれ。 
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慶応大学仏文科卒業。批評家。「三田文学」編集長。「越知保夫とその時代」で三

田文学新人賞評論部門受賞。 

主な著書：『井筒俊彦』『魂にふれる』『池田晶子 不滅の哲学』他 

 

（３）著書サイン会 

 

 

  

中島岳志氏による基調講演       パネリスト若松英輔氏（左）と安藤礼二氏 

       

               パネリストによる討議 

            

                 著書サイン会 
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         「西日本新聞」2015 年 2 月 18 日（朝刊） 
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４．福岡ユネスコ研究講演会 

目 的：九州出身あるいは九州で活躍している研究者の日頃の研究内容を市民向けに

少しわかり易い形で講演してもらい、その講演録をブックレット化することにより、

地元研究者と市民の接点を作るとともに研究者とのネットワークづくりを進めるもの。 

テーマ：「かくれキリシタンのオラショを巡る旅」 

講 師：中園成生氏（なかぞの・しげお、長崎県平戸市生月町博物館・島の館 学芸員） 

期 日：２０１４年１０月１８日（土）１４：００～１６：３０ 

会 場：西南学院大学博物館（ドージャー記念館）講堂 

参加者：４７人 

【企画意図】：キリスト教が禁教とされた時代を生き抜き、「かくれキリシタン」と呼

ばれながら現在まで信仰を守り続けてきた人たちが多く住む、長崎を中

心とした九州西岸地域。「長崎県の教会群とキリスト教関連遺産」が２０

１６年の世界文化遺産認定に向けて推薦が決まったこの時に、「かくれキ

リシタン」についての従来のとらえ方と違う新たな面を浮かび上がらせ

る最新の研究内容をご紹介するとともに、長く信者に伝えられてきた「オ

ラショ」の分析、信者の方３人によるオラショの実演を通じて信仰の継

承の意味を探るもの。 

   講師略歴：昭和３８年（１９６３）福岡市生まれ。 

        熊本大学地域科学科（民俗学専攻）卒。福岡県内、佐賀県内で文化財行政

に従事し、呼子町教委勤務を経て現職。 

おもな研究分野は捕鯨史、かくれキリシタン。 

主な著作：『かくれキリシタンの聖画』（共著、1999 年、小学館）『生月島のかくれキ

リシタン』（2000 年、平戸市生月町博物館・島の館）『くじら取りの系譜』

（2001 年、長崎新聞社）『鯨取り絵物語』（共著、2000 年、弦書房、第２

３回地方出版文化功労賞受賞） 

  

講演する中園成生氏          信者によるオラショの実演 
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５．ブックレット等の出版物の刊行 

  当協会で実施する文化講演会の講演内容や活発な討論の記録を広く伝えるためにブック

レット形式の「ＦＵＫＵＯＫＡ Ｕ ブックレット」シリーズとして、また文化セミナー

についても単行本として地元の出版社弦書房から発刊し、全国の一般書店で販売すること

により、当協会の継続的な活動を紹介している。 

 

第７号 東 靖晋著『西海のコスモロジー ― ≪海人たちの時間と空間神≫』 

（2014年 11月 1日発行） 

第８号 四方田犬彦著『よみがえる夢野久作 ≪『東京人の堕落時代』を読む≫』 

（2014年 12月 15日発行） 

有馬学、マイケル・ピアソン他著『山本作兵衛と日本の近代』 

（2014年 8月 20日発行） 

 

  

        ブックレット第７号    ブックレット第８号 

 

               

              『山本作兵衛と日本の近代』 
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一般財団法人福岡ユネスコ協会略年表（2）＜通算 50＞ 

― 2014 年 4 月～2015 年 3 月 ― 

2014年（平成 26年）  

5 月 17 日（土） 福岡ユネスコ文化講演会 （福岡市） 

講師：四方田犬彦 氏（映画史家） 

演題：「日本人の堕落時代 夢野久作」 

於：福岡市中央区渡辺通「電

気ビル共創館」 

  ３Ｆカンファレンス 

  大会議室 

5 月 30 日（金）

     

第 1 回理事会開催 於：福岡市中央区渡辺通 

「電気ビル共創館」 

小会議室 

5 月 30 日（金） 第 1 回評議員会開催 同 上 

10 月 16 日（木） 第 2回理事会開催 於：福岡市中央区渡辺通 

「電気ビル共創館」 

小会議室 

10 月 18 日（土）  福岡ユネスコ研究講演会 

講師：中園成生 

演題：「かくれキリシタンのオラショを巡る旅」 

於：福岡市早良区西新 

「西南学院大学博物館

講堂」 

11 月 24 日（月・

休日） 

福岡ユネスコ・アジア文化講演会 

講師：林権澤（イム・グォンテク）（映画監督） 

演題：「次代の映画作家に伝えたいこと」 

トークショー 対談者：石坂健治（日本映画大学教授） 

韓国映画『春香伝』の上映 

於：福岡市早良区百道浜 

「福岡市総合図書館」映

像ホール「シネラ」 

2015年（平成 27

年） 

1 月 24 日（土） 

福岡ユネスコ文化セミナー2014 

テーマ：「アジア主義―その先の近代へ」 

基調講演：中島岳志（北海道大学准教授） 

パネリスト：若松英輔（批評家） 

      安藤礼二（文芸評論家） 

コーディネーター：中島岳志 

於：福岡市中央区渡辺通「電

気ビル共創館」 

  ３Ｆカンファレンス 

  大会議室 

3 月 4 日（水） 福岡ユネスコ文化講演会＆トークショー（北九州市） 

「葉室麟の世界にふれる」 

講師：葉室 麟（作家） 

トークショー聞き手：和泉僚子（文学研究家） 

於：北九州市戸畑区汐井町 

「ウェルとばた・戸畑市

民会館」中ホール 

3 月 31 日（火） 第 3 回理事会開催 於：福岡市中央区渡辺通 

「電気ビル本館地下 ２

Ｆカンファレンス」 

第１会議室 

3 月 31 日（火） 第 2 回評議員会開催 同 上 
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福岡ユネスコ協会の国際文化会議、シンポジウム、セミナー（通年の記録） 

International Cultural Exchange Program Sponsored 

by the Fukuoka UNESCO Association 

 開催年 催 し テーマ 

１） 1962 第１回九州国際文化会議 「日本における東西文化の接点としての九州」 

2) 1967 第 2回九州国際文化会議 「日本近代化と九州の役割」 

3) 1971 第 1回日本研究国際セミナー 「アジアにおける日本」 

4) 1972 第 3回九州国際文化会議 「アジアにおける日本」 

5) 1974 第 2回日本研究国際セミナー 「新しい日米関係を考える」 

6) 1977 第 4回九州国際文化会議 「戦後 33年の日本」 

7) 1979 国際シンポジウム 「マスメディアと国際理解を促す諸条件」 

8) 1982 第 5回九州国際文化会議 「80年代の国際社会と日本」 

9) 1983 '83 福岡国際シンポジウム 「都市の国際化」 

10) 1984 '84 福岡国際シンポジウム 「国際化と教育」 

11) 1985 '85 福岡国際シンポジウム 「国際化とコミュニケーション」 

12) 1986 第 3回日本研究国際セミナー 「海外における日本研究の課題と展望」 

13) 1987 第 6回九州国際文化会議 「現代の日本と世界」 

14) 1988 東アジア研究・福岡国際文化会議 '88 －国連大学研究・研修センター誘致推進－ 

15) 1989 第 4回日本研究国際セミナー '89 「日本の近代文学と芸術」－明治期－ 

16) 1990 第 5回日本研究国際セミナー '90 「日本の近代文学と芸術」－大正期～昭和初期－ 

17) 1991 第 6回日本研究国際セミナー '91 「日本の近代文学と芸術」－戦前・戦中・戦後－ 

18) 1992 第 7回九州国際文化会議  「90年代の世界と日本」 

19) 1993 第 7回日本研究国際セミナー'93 「アメリカにおける戦後日本の政治研究」 

20) 1994 第 8回日本研究国際セミナー '94 「近代への転換期における藤村文学」 

21) 1995 戦後 50年記念・国際シンポジウム '95 「戦後 50年の日本の文化・社会・ 

ジャーナリズムの思想的変容」 
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22) 1996 福岡国際シンポジウム'96 「日本の近・現代をめぐって 

－日・独近代化の視点から－」 

23) 1997 第 8回九州国際文化会議 「21世紀への課題と展望」 

24) 1998 第 9回日本研究国際セミナー '98 「ロナルド・ドーア教授の日本研究 50年」 

25) 1999 第 10回日本研究国際セミナー '99 「ドナルド・キーン教授と日本文学」 

26) 2000 第 11回日本研究国際セミナー 2000 「世界における日本研究と加藤周一」 

27) 2001 第 12回日本研究国際セミナー 2001 「21世紀の世界と日本の課題」 

28) 2002 第 9回九州国際文化会議 「21世紀の世界と日本の選択」 

29) 2003 第 13回日本研究国際セミナー 2003  「国民文学を考える 

－『宮本武蔵』と『竜馬がゆく』－」 

30) 2004 第 14回日本研究国際セミナー 2004 「自由主義者 石橋湛山の思想と評論」 

31) 2005 第 15回日本研究国際セミナー 2005 「日本近代文学の回顧と展望－21世紀を迎えて－」 

32) 2006 文化講演と討議 「政治と文学－今世紀の変容に応えて－」 

33) 2007 創立６０年記念国際文化セミナー 「日本の文化と心」 

34) 2008 福岡国際文化セミナー2008 「続・日本の文化と心－日本語を基座として－」 

35) 2009 福岡国際文化シンポジウム 2009 「いま、アジアをどう語るか 

 ― 現代化と歴史認識のはざまで ―」 

36) 2010 福岡国際文化シンポジウム 2010 「越境するアジアの文化 － 現状と可能性 －」 

37) 2011 公開講演と学術シンポジウム 「辛亥革命と東アジア」 

38） 2012 福岡国際文化セミナー2012 「山本作兵衛と日本の近代」 

39） 2013 福岡ユネスコ文化セミナー2013 「未来に可能性はあるか？ －3.11以降の社会構想―」 

38） 2014 福岡ユネスコ文化セミナー2014 「アジア主義 ―その先の近代へ」 

一般財団法人福岡ユネスコ協会は、ユネスコ憲章の理念に基づき、教育、科学、文化を通じ

て国際理解を深め、地域社会におけるユネスコ活動の進展をはかることにより、世界平和に

貢献することを目的として、ユネスコ精神に共鳴する有志が相集い相協力し合って、自主的

にユネスコの理念の具体化を計るため、当地域（福岡）を基盤に諸文化活動、並びに国際文

化活動を行う民間団体です。 



 

 


